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〈 編 集 後 記 〉
今年は短い夏が駆け足で過ぎ去 り、この号がお手元に届く頃はすっかり秋も深まっている
ことと思いますqは じめに私事を述べて誠に恐縮ですが、この5月に低温セソター吹田分室
の助手に就任して、あれよあれよという間に数カ月が過ぎ去ってしまいました。前号よりこ
の低温セソターだよりの編集委員にも加えていただき、皆様がたの仲間入 りをできたことを
嬉 しく思っています。
さて、今回はじめて編集作業を手伝わせていただきましたが、その本号も盛 りだくさんの
内容になりました。メスバウワー効果の測定のスピソグラスへの適用、限石の形成機構、多
孔質シリコン結晶の作製、スピソ間の有効交換積分の計算、そして、極低温下で用いるため
のスペーサの話など各方面の話題が満載されています。
ところで、植田先生の阻石のお話ではありませんが、今年は今世紀最後の火星大接近の年
です。その最接近の日が9月22日と秋に当たったこともあり、澄みきった夜空を見ながら物
思いにみけるのには絶好の機会です。 『火星にはやはり火星人が住んでいて、大接近の日に
宇宙船に乗って地球に飛来 してきたが大気圏に突入した頃、トラブルが発生して墜落した。
調査してみると、推進動力用の高温超伝導体で作られたエネルギー貯蔵が大気圏突入の熱で
クェソチして爆発していた……』無数の星を眺めているとついついこんな珍事を想像 してし
.まいました。 《 三谷康範)
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表紙説明 阻石中における各鉱物組織のMg同位体比の測定値。図は地上標準値に対する各鉱物の変
動値が表わされている。地上鉱物の値が質量分別線(実線)近傍に分布するのに対 し、隈
石中の鉱物は24Mg過剰方向にのびた直線圭(LineA)に配列する。()内 は再現実験か
ら推定された各鉱物の形成時の冷却速度で、24Mg過剰度との間に正の相関をもつ(本文
7ページ参照)
